








1 はじめに 

新生児スクリーニングシステムの検討を行う場合、次の諸点が考慮されなければならない

。すなわち、(1)スクリーニングプログラムの内容。(2)床実施率を少なくする方法。(3)

床熟児その他特殊新生児におけるスクリ一二ング。(4)スクリーニング技術の改良。(5)再

採血実施率、殊に異常値が出た検体の再採血の実施率。(6)新生児スクリーニングを実施す

る機関と精密検査を行う機関との連絡。(7)統計。(8)精度管理。などである。今年度は、

5)、6)、8)項の課題に関しての報告をまとめる。 


